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火 災

交 通

人口・世帯数 

救 急

月［7月31日現在］

7
広報すずか　令和5年(2023年)8月20日号

（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は1月からの
累計とその前年との比較です。

■発行／鈴鹿市　 https：//www.city.suzuka.lg.jp/
johoseisaku＠city.suzuka.lg.jp

■印刷・制作／指定就労継続支援事業所　八野就労支援センター印刷係　　　　　　　  059-375-4381　　  059-340-8810

件　数/3件、うち建物2件（30件、5件減） 出動数/1,102件（6,673件、788件増）

人口/195,772人（95人減） 男性/97,821人（60人減） 女性/97,951人（35人減） 世帯数/88,919世帯（14世帯減）

事故数/524件、うち人身事故35件（3,278件、213件増） 死者数/3人（3人、3人減） 傷者数/52人（213人、19人増） 事故数などは暫定数です。

鈴鹿市からの
お知らせ（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日
8時03分
17時30分

火・木曜日
7時54分
13時54分

土・日曜日

※パソコンからも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのホームページで

78.3MHzラジオ広報すずか

　一ノ宮地区は、鈴鹿川を挟んで北側に
新興の住宅団地が、南側に従来からの
集落があることが地域の特性となって
います。このため、地域や世代間のコミュ
ニケーションの向上に取り組んでいます。
　また、高齢化が進む中、公共交通手段
が少ないという課題の解決にも取り組ん
でいます。
　私たちは、住民の皆さんが「住んで
よかった」と感じられる温かい地域づくり
を目指しています。

一ノ宮
地域づくり協議会

地域づくり
Navi

地域のホットな情報をお届け
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Vol.20

▲皆さんの生活を便利に

一ノ宮地区
人口：7,665人※
一ノ宮地区
人口：7,665人※

※令和4年9月末日現在

●●
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この冊子は資源ごみの「新聞」に分別してください。

QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

さまざまな媒体で情報を発信しています

ツイッターツイッター 広報すずか
スマホ版

一ノ宮
地域づくり協議会

会長森 春夫さん
もり はる お

協議会活動
Pick up!

#29金生水沼沢植物群落　国の天然記念物に
指定されている金生
水沼沢植物群落を
紹介しています。

　安心して住めるまちづくりにつなげる
ため、民間福祉事業者協力のもと実施
する「お出かけ支援事業」。事業者が車
を用意し、高齢者などの移動手段がない
方の、買い物や通院を支援しています。

　地域での交流機会が少ない中、
交流のきっかけをつくるため実施する
「親子芋掘り」。地域で育てた芋を一緒
に収穫することを通じて、地域住民
相互の交流促進を図っています。

▲みんなで楽しく芋掘り

お出かけ支援事業

親子芋掘り


